
 
 

令和５年６月定例会 一般質問通告要旨 
 
順番 ８ 

質 問 議 員 名 髙橋 芳子 

質 問 項 目 質    問    要    旨 要求答弁者

１ 「生理の貧困」

の支援対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生理の貧困問題については、コロナ感染拡大下で女子学生がアルバ

イトができず、収入減少で生活必需品である生理用品を購入すること

が出来ず、社会問題として取り上げられました。その実態は、交換の

回数を控えたり、トイレットペーパーを代用するなどの実例が報告さ

れています。 

SDGs の目標 1.貧困をなくす 3.健康と福祉の増進 5.ジェンダー平

等にも関わり、女性の社会進出（仕事・学業・家事・育児・介護等）

の損失額が年間 4900 億円にも及ぶと試算されています。 

私たちの会派の佐藤真澄前議員は、令和 3、4 年の６月定例会で２

回に渡ってこの問題について質問し、要望を出しました。 

その結果、市当局は 

・イクネスしばたとヨリネスしばたのトイレに試験的に生理用品を

配置する。社会的な課題として必要があり、国に適切な支援策を要望

し、他市町村の取組や NPO 法人等の民間による活動の情報を収集し

ながら、今後の支援のあり方を検討する。 

・小中学校では生理用品をトイレに常設せず、保健室で無償配布す

る。児童生徒が性に関する不安や悩みだけでなく、様々な悩みを相談

できる機会の一つになると考えている。近隣市町村の取り組み状況に

ついて情報収集をしながら改めて検討していきたい。 

との回答をいただきました。1 年間の経過がありますので、検討結

果をお聞かせください。                    

以下具体的に 4 点お伺いいたします。 

 

（１） 他市町村の取り組みをお聞かせください。 

 

① 公共施設等について 

 

② 小中学校について 

 

（２） 小中学校の保健室での相談内容はどうでしたか。件数も教 

えてください。また、相談内容で支援に繋げた例はありました

か。 

 

（３） 検討の結果、新発田市は現行の対策についてどのように変 

更したかお伺いします。小中学校の女子トイレに生理用ナプキ

ンを設置しない場合は、その理由をお聞かせください。 
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① 公共施設等について 

 

② 小中学校について 

 

（４） 生理による欠席日数が多く、受験に影響したという不安の 

声が市民より寄せられました。日本若者協議会でも、学校での

「生理休暇」の導入の要望書を 2021 年 12 月に文科省に提出

しています。生理痛で休む生徒を欠席扱いにしない対応は可能

でしょうか。 
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